
質
問
一

い
じ
め
の
定
義
に
つ
い
て
。

二

未
然
防
止
の
取
組
は
。

三

発
生
時
の
学
校
と
教
育
委
員
会
の

対
応
は
。

四

深
刻
な
い
じ
め
へ
の
対
応
は
。

答
弁
一
（
教
育
委
員
長
）

い
じ
め
防

止
対
策
推
進
法
で
は
、「
他
の
児
童
等
が

行
う
心
理
的
又
は
物
理
的
な
影
響
を
与

え
る
行
為
で
あ
っ
て
、
対
象
と
な
っ
た

児
童
等
が
心
身
の
苦
痛
を
感
じ
て
い
る

も
の
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

二

教
職
員
に
よ
る
見
守
り
や
ア
ン
ケ

ー
ト
、
生
活
ノ
ー
ト
等
へ
の
記
述
な
ど

に
よ
り
、
児
童
生
徒
の
状
況
把
握
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
道
徳
の
授
業

や
学
級
活
動
、
全
教
職
員
に
よ
る
組
織

的
な
対
応
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
と
の

連
携
に
よ
る
未
然
防
止
に
努
め
て
い
る
。

三

校
内
で
共
通
理
解
を
図
り
、
組
織

的
に
対
応
し
、
保
護
者
と
の
連
携
、
協

力
の
も
と
、
指
導
と
再
発
防
止
に
努
め

る
。
ま
た
、
さ
さ
い
な
ケ
ー
ス
で
も
教

育
委
員
会
に
報
告
し
、
連
携
す
る
。

四

事
案
に
よ
り
教
育
委
員
会
が
調
査

を
し
、
必
要
に
応
じ
て
第
三
者
機
関
に

よ
る
調
査
を
行
う
。
児
童
等
の
安
全
の

確
保
と
心
の
ケ
ア
を
行
い
、
い
じ
め
を

行
っ
た
児
童
等
の
出
席
停
止
を
命
じ
る

場
合
や
警
察
と
の
連
携
対
応
を
す
る
場

合
も
あ
る
。
関
係
機
関
と
の
情
報
共
有

を
図
り
、
い
じ
め
の
撲
滅
を
目
指
す
。

◎
そ
の
他
の
質
問

自
転
車
の
交
通
安

全
対
策
に
つ
い
て

質
問
一

教
育
問
題
に
つ
い
て
。

ア

西
中
学
校
の
い
じ
め
問
題
後
の
教

育
方
針
は
。

イ

西
中
学
校
の
体
育
祭
で
卒
業
生
と

他
校
生
を
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
し
た
件
。

二

後
期
基
本
計
画
の
重
要
施
策
に
つ

い
て
。

ア

農
業
大
学
校
の
跡
地
に
つ
い
て
。

イ

運
動
公
園
第
一
期
整
備
の
借
入
金

残
額
と
第
二
期
の
拡
張
の
資
金
計
画
は
。

三

地
方
創
生
と
の
関
連
に
つ
い
て
。

答
弁
一

ア
（
教
育
委
員
長
）

鶴
ヶ

島
市
い
じ
め
問
題
調
査
審
議
会
の
提
言

を
受
け
止
め
、
い
じ
め
防
止
の
取
組
を

一
層
充
実
さ
せ
る
。

イ

背
景
に
は
、
校
地
内
及
び
周
辺
で

の
迷
惑
行
為
等
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い

る
。
昨
年
の
事
故
と
の
関
連
は
な
い
。

二

ア
（
市
長
）

産
業
を
振
興
し
、

地
域
の
雇
用
拡
大
に
つ
な
が
る
よ
う
、

県
と
連
携
し
て
取
組
を
進
め
て
い
る
。

イ

借
入
金
の
残
額
は
昨
年
度
末
現
在

で
１３
億
７
１
８
４
万
円
で
あ
る
。
第
二

期
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
国
庫
補
助
金

な
ど
の
財
源
確
保
の
上
、
進
め
る
。

三

基
本
構
想
に
掲
げ
る
将
来
像
「
鶴

ヶ
島
は
元
気
に
す
る
」
は
、
活
力
の
ま

ち
、
安
心
の
ま
ち
を
目
指
し
た
も
の
で

あ
り
、
地
方
創
生
の
方
向
性
と
同
じ
で

あ
る
。
後
期
基
本
計
画
で
は
、
地
方
創

生
の
た
め
の
総
合
戦
略
と
の
関
係
性
を

整
理
し
て
関
連
施
策
を
位
置
づ
け
る
。

関係機関との情報共有を図りな

がら、いじめの撲滅を目指す

出雲敏太郎 議員

「いじめ」発生時の
対応について

後
期
基
本
計
画
の

中
心
点
を
問
う

�
田

克
彦
議
員

地
方
創
生
と
方
向
性
は
同
じ
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